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例会                  例会                          例会                            休会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（444 月月月 222111 日日日）））   

重森佳代子会員「市政よもやま話」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（555 月月月 111222 日日日）））   

クラブ協議会 次年度委員会別活動計画立案  

第１２０５回 ２０２１年４月１４日 例会記録 

点  鐘 伊藤 保 会長 

ロータリーソング「奉仕の理想」 

ロータリアンの行動規範唱和  

ビジターご紹介 

（西条）藤原昭典さん 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉・シニア 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(4/14) 

28 

2 

18 

0 

1 5 

4 

79.17 

 

メイク 佐々木 

前々回 

(3/24) 

28 

2 

18 

0 

2 5 

3 

80.00 

メイク 熊谷・伊藤佳子 

食 事 時 間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山奨学生世話クラブ委嘱状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澤井カウンセラー1年間 

どうぞ宜しくお願いします。

米山奨学生オリエンテーション 

日時 4月 11日(日)11:00～12:00 

場所 ホテルグランヴィア広島 

米山奨学生は来月から毎月１回例会に出席されま

す。第 1 回目は 5 月 26 日例会となりますので、皆

さん是非ご出席宜しくお願いします。 

ロータリーを知っていただきながら、皆さんと交流

を深めて頂きたいと思います。 



会 長 時 間 

前回の花見例会は三景園を散

策しとても清々しい気持ちの

良い時間が過ごせました。 

三景園は、四季折々の花が咲

き、6月には、100種 1万株の

あじさいや菖蒲も咲きますの

で、是非お越しいただいて、見学の後は、ホテルで

お食事をお楽しみいただければと思います。 

（三景園は 65歳以上無料です） 

【ご報告】 

乗越会長年度（2018 年 4 月 11 日）に、中央森林公

園にソメイヨシノ 28 本植樹しましたが、今年チラ

ホラと花をつけておりました。今後が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三原ロータリークラブ 創立 60周年記念大会 

日 時 2021年 4月 11日（日）14:00～16:10 

場 所 三原市文化センターポポロ 

出席者 澤井ガバナー補佐・鶴田幸彦補佐幹事 

伊藤会長・兼田幹事 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演 

 講師 三原市市長 岡田吉弘様 

演題 「三原市の未来について」 

 

 

ガバナー脇様へ 

Ｇ９ ７クラブより御礼を 

お渡ししました。（旅行券） 

 

会場は隣の席と 1つずつ間隔をとり、最後には自分の

座った席を、当日配られた除菌シートで拭き上げると

いう完璧な新型コロナウィルス対策を行われていまし

た。三原 RC の子クラブである我々広島空港 RC は、3

年後に創立 30周年になります。これからもクラブと共

に私自身も成長したいと思います。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》伊藤英治様プロフィール・週報1204号 

《回  覧》今後の例会・地区大会出欠表 

      米山奨学生オリエンテーション資料 

      三原RC60周年記念大会写真 

《お知らせ》例会終了後4月定例理事会を行います 

報 告 事 項  

近藤会員より 

武野会員の近況について 

3 月 30 日本願寺の内閣が一新さ

れました。2 年後に親鸞聖人御誕

生 850年、立教開宗 800年慶讃法

要に向けたもので、総務 3人の中

の一人に武野さんが選ばれました。任期は 2年くら

いだと思いますが、ロータリーの例会出席は、また

難しくなると思います。また京都に行ける時期がき

たら、皆で武野さんに会いに行ければと思います。 

会員関係 新聞記事 

 

 

 

 

 

 



卓 話 時 間 

 

 

広島県議会議員   

伊藤英治様 

                      

「ひとが一番」 

               

皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただきました，広島県議会議員の伊藤英治と申します。本日は貴重な時

間を与えていただき，県政の話をさせていただけることに感謝申し上げます。 

本日のテーマ「ひとが一番」利権が一番ではいけない，権力闘争が一番でもいけない，われわれは，住民のみ

なさん，つまり「ひとの生活を一番に考えないといけない」と考えており，自分に言い聞かせているからです。 

コロナ感染拡大防止について 

 

県 議 へ の 道 

以前より何人かの方から次の県議選に立候補をするように言われていましたが，年齢や選挙費用，そして何よ

り議員になると色々な制約が多くなるため，断り続けていました。しかし，地域での色々な問題を憂いている

方々の話を聞き，立候補を決意したのが 6月末の事でした。 

 

決意したのはいいのですが，事件が起きました。西日本豪雨

災害が決心して 10 日後に起きたのでした。7 月 6 日の夜 7：

00 頃，堤防を越えるまであと 2ｍくらいまで水位が上がって

きたので，倉庫の機械類（コンプレッサーなど）を棚の高い

ところに上げ，車を道の高い位置に動かし，排水口に引っか

かっている草を取り除き，川の水が堤防を越えても排水でき

るよう作業をしていました。しかし，草の除去をしていた際，

溝にはまり流されそうになり，体中がびしゃびしゃになり，

疲れたので，夜間０：００過ぎには家に帰りました。 

次の日家の周りは浸かっており，悪い予感を抱きながら見に

行くと，完全に水没していました。カウンターの上にあった

大黒さんが足元に流れ着いているのを見たときに，建物の中

も大変な事になっているのだろうと感じたところです。 

問題は，水が引いてからでした，敷地内にはさまざまなゴミ

が流れ着き，道路のアスファルトは崩れ，土手も崩れ，建物の中は泥だらけになっていました。7 棟の建物を

含む約 2000 坪の敷地が完全に水没した状況は，最悪を通り過ぎ，再起不能と感じていました。しかし，少し

づつでも片付けようと，すぐに動き出しました。業者は全て復旧に動いていたため，何人かの知り合いの協力

を得ながら，水道・電気も止まったあの酷暑の中，ゴミの片づけと泥だしの毎日を送りました。しばらくして，

国が激甚災害に指定し，グループ補助金が復旧に使えると連絡があり，資料作りに大きく時間を割くことにな

りましたが，結果として「私にとっては，つかえない行政支援」でした。 



次第に，「こんな状況で選挙なんてありえない。辞め

よう」と考えるようになりましたが，なかなか言い

出せませんでした。 

 

そんな思いを抱いてはいましたが，周りが全く見え

ていないことに気づき，実際にどこでどんなことが

起きたのか，ちゃんと見ておこうと思い，片付け開始前の早朝にい

ろんな場所を回って状況をみることにしました。方々で浸かった跡

があり，川や道や山が崩れており，ニュースではわからない事がい

ろいろ見えてきました。中でも，山が崩れ，家を飲み込み亡くなら

れた現場を見たとき，さすがに，胸に突き刺さりました。 

 

その後，冷静にいろいろ考えたとき，「３ｍの浸水により被災者にな

って地獄をみた。そんな私だからできることもあるのではないか。

議員になることは宿命なのではないか」と（勘違いかもしれませんが），そのように思ったのでした。 

PTA 活動や保護司での活動，人

工知能学会や経営工学会での発

表などを元に，次の 4 つの柱を

決めました。まちづくり，ひと

づくり，産業支援，行政改革。

これらに挑戦していくと掲げ，

厳しい選挙を戦い，皆様のおか

げでスタートラインに立てるこ

とになりました。 

 

２０１９年（主な活動） 

県議になり議会の中で，常任委員会は，農林水産委員会を希望し，配属されました。第一次産業への危機感は

以前より強く，どんなに優れた車が出来ようとも，どんなに便利な世の中になろうとも，人は水と食料がなく

ては命をつなぐことができないため，本来最も重要な産業と考えていたからです。 

災害復旧も重要な課題でありますので，創造的復興・県土強

靭化特別委員会を希望し，配属され，こちらでいろんな質問

や要望をさせていただきました。 

県議になって，最初にしたことは，歩きまくることです。 

復旧の進んでいない被災箇所や危険と思われる溜池等，時間

のある限り歩きました。情報が入り次第，独りでも，どんど

ん出かけて行きました。現地の人と話をする機会も多く，生

の声を県に伝えてきました。 

県議の仕事として，視察があります。委員会の関係上，第一

次産業と災害復興ということで，農業先進地の北海道や熊本

地震から復興中の被災箇所などを周り，多くの人と話，意見

交換ができました。 

 

 

 

 

また，時間が空いたときは，情報を集め，個人期な活動を行っ

てきました。農業被害場所や芸術祭，ロボットプログラミング

を進める会社や畜産業品評会などです。 



重要なのが要望活動です。各省庁や国会議員の先

生方へ要望すことは予算獲得の意味もあり，重要

です。その際，当時は現職国会議員でしたが，買

収事件で雲隠れしていた元河井参議院議員の事務

所に要望書を渡すと同時に，事務員さんに，説明

責任を果たすよう伝言しました。また，地元の方々

と要望書を土木事務所へ出しに行きました。 

 

 

2019年 9月一般質問 

選挙時に立てた 4本の柱に沿って質問

を行いました。 

 

２０２０年（主な活動） 

常任委員会は，生活福祉保健委員会に配属になり，副

委員長を拝命しました。コロナの感染拡大の中，非常

に重要な委員会となると考え希望。また，議会運営等

を司る議会運営委員会委員にも任命されました。 

 

2020 年は若い人の意見に注目する事とし，力を入れ

ました。青年会議所メンバーが知事や議長と意見交換

する機会のセッティング，コロナ対策の提言書を提出

する段取りを組んだりしました。 

前年から議員インターンシップの受け入れを行って

おります。これは，大学生が議員と一緒に 2ヶ月間行

動し，議員の仕事や思い，政治と社会のつながりを知

る体験学習です。若い人が政治に関心を持つことは，

非常に重要です。その活動の中に，未来自治体という

取り組みがあり，30 年後のまちを見据えて，10 年後

自分が市長だったら，どういう政策を立て，予算をど

うするかをプレゼンするというものです。 

この冬受け入れたチームは，広島県大会で優勝し，全国大会で準決勝まで

行きましたが，惜しくも，決勝進出にはなりませんでした。全国 574 チー

ム中 9 チームに残れたことは，素晴らしいことであり，私の指導が素晴ら

しかったのではなく，単に学生の能力が高かったと認識しています。が，

とても嬉しかった出来事でした。 

災害関連調査         座談会(報告・意見交換) 

コロナの感染が拡大する中，徐々に活動を制限せざ

るを得なくなりましたが，それでも多くの課題があ

るため，感染に注意しながら，コツコツと活動を進

めました。特に，災害復旧については，要望があれ

ばどこへでも行きました。 

座談会（県政報告会・意見交換会）は，直接意見を聞ける機会なので，お互いの

了承のもと，コロナ対策をしながら，少人数で行ってきました。 



6月の定例会において，2回めの一般質問に立ちました。 

県議会議員の仕事 

県議会議員の仕事って何やってんの？と聞かれるこ

とが多いので，リストにしてみました。拘束時間もか

なりあるのですが，議員の裁量により大きく変わる活

動の方が多いように思えます。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

（個人による） 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

特に私の場合，情報発信にも力を入れています。 

他の人があまりやられてないこととしては，メーリ

ングリストやユーチューブによる動画配信がありま

す。是非，伊藤英治で検索し見て下さい。 

 

いろんな協議会や議員連盟などにも加入し、いろん

な団体と意見交換したり共に活動したりしていま

す。海外との人的交流や経済産業交流なども活発に

行なっています。 

 

スケジュールを見ると，意外に真っ赤です。空いて

いると心配になるので，なにかないか？と探して用

事を作ることもあります。そのため，議員により時

間の使い方は様々です。が，県議の仕事を一言でい

うと，「県民の皆様の幸せのための仕組みづくり」と

考えて行動しています。 

 

県 の 政 策 

県の政策をいくつかピックアップしてみます。 

コロナ対策には，昨年から 2000億円以上が費やされてきています。 



これからの世の中は，好む好まないに関わらず，デジタ

ルがどんどん進んでいきます。デジタルトランスフォー

メーションといわれており，耳にされることも多いでし

ょう。私の考えるデジタル化の一番の肝は，デジタル化

により便利になったとさえ意識せず，デジタル化の恩恵

にあずかっている便利な世界です。つまり，デジタルに

弱い方が取り残されることがないよう進められなけれ

ばなりません。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

交通弱者の問題は，グリーンスローモビリティによ

り改善されると考えています。全国で実証実験が行

われていますが，コストや法整備の問題など課題が

多いのですが，広島県でも導入に向けて実験をする

よう働きかけをしています。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

防災については，ひろしまマイタイムラインを進めて

います。平時において，シミュレーションを行い，実

際に災害が起こった時に，あわてず，シミュレーショ

ンどおりに行動すれば，安全に的確に避難ができると

いうものです。現在は小学校や自主防災組織への出張

説明をしたいのですが，コロナでままならないのが現

状です。広島県では防災情報をきめ細かく発信してい

ます。大雨時の浸水予測や山の崩落予測，溜池決壊時

の浸水予測などありますので一度ご確認下さい。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

教育では，学びの変革を進めています。自ら課題を発

見し解決する学習です。その中で，GIGAスクール構想

があり，一人一台の端末を使い子供の力を最大限引き

出す取り組みです。できる子は，どんどん進み，でき

ない子は，どこができないのかを把握しじっくり取り

組む事ができ，個別最適な学びを実現するものです。

学校再編については，子供の出生数が明治時代と同レ

ベルまで落ち込み，学校機能の維持や学習環境の維持

の観点からも再編が必要となってきいます。中山間地

域の再編はかなり進んでおり，現在は沿岸部で進んでいます。学校のあり方を含め，しっかり考えて行かねば

なりません。 



公的病院の再編も現実味を帯びてきましたが，公的病院

が中心となってコロナ対応が行われた経緯もあり，現

在はこの話は中断。医療の細分化・高度化が進み，技

術は発展しており，大規模とそうでない病院との連携

を模索しながら，地域医療構想を進めています。 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

インフラ整備 

・広島空港のハブ化のためには，広島中央フライトロードの延伸が必要と考えています。空港から大和までは

整備されているのですが，広域的な活用を考えたとき，当初の予定通り大和から世羅までがつながる必要性

を協議会を組み，訴えているところです。広島県に近い地域の島根県の市長・町長さんも協議会に加わって

います。この地域の方々は，都会や海外とのつながりを人・モノ共に考えておられるために，参加されてい

ます。県知事の答弁では，必要性は十分理解しているが，膨大な予算が必要であり，周りの道の整備とコス

ト圧縮を考えながら，検討していくとのことです。 

・一般県道三原本郷線は，現在整備が進んでおり，2 号線の迂回道としても役割もあり，早期実現を目指して

います。三原の町中から，本郷産業団地を通り空港まで繋がるように計画されています。 

・地域高規格道路として福山本郷道路（2 号線バイパス）があり，木原バイパスの開通により福山から三原ま

での交通がスムーズになりました。その結果，新倉出口から以西が混雑することとなり，延伸を要望してい

ます。国の事業ではありますが，県からもプッシュしてもらうようお願いしています。しかしながら，福山

～笠岡間が優先との話も聞いており，要望を続ける必要性を感じています。 

・本郷大橋の四つ角は変則的で危なさを感じており，橋のかけかえと道路整備を要望しています。また，白線

が消えており危険なので，引直しを要望しておりますが，これは，実施予定です。 

他にも，ひろしま版ネウボラという妊娠期から就学前までをサポートする取り組みといった重要な政策が多数

あります。三原市との連携もいろいろしておりますが，最近では，佐木島航路の問題がありました。県ででき

ることは，航行の支障にならないよう浚渫することくらいでしたので，三原市長に補助をお願いし，値上げ分

の補助が決定しました。 

今年度から，新しいビジョンの基，広島県は動きます。そんな中で，新年度の一般会計予算が昨年度レベル計

上し，可決しております。本年度の税収は 270億円程度の減収とみており，財政調整基金 200億円を取り崩し

ました。そのため，財政調整基金はゼロとなり，非常に厳しい状況が続きます。後は，国に頼るしかなく，上

手い連携がとれるよう，力を尽くします。他にも話したいことはたくさんあるのですが，時間の関係上，終わ

ります。ご清聴ありがとうございました。 


